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液 捧金属の密度をβ,音速を V とすると断熱圧縮率 βは
pv2







700'C位まで十分測定しうる. 次に鉄について も行ない,これ も0.1留の範
囲内で 1100℃位まで勘定しうることが分った ｡ この方経の特徴は測定法及
び装態が簡単で,精度の高いデータがえ られることであるが,欠点は一度にあ
る温度で一回 きり熟れ ないことで,合金液 体のようを場合には多 くの努 力を必
蚤 とすることである｡ 次に音速 軌 定であるが,今までに水銀,鋸か ら始 まって＼
級 ,鍋 ,鉄にlhた るまで,多 くのデータが発表されて きた o Lかしそれ等の値
をよ く吟味 してみ ると,甚だ心 もとない点が多いOそ もそ も音速を測るとき,
どの精度で測れば データとして価値があるか とい うと,まず 0.5歯程度の精度
が望ましく,態 くとも1庵以内ではないか と考え られる｡それは何政 か とい う･
と圧鮎率でよ く問題になることに,合金液 体CI成分比による音速変化の直線性
か らのズV とい うことがあるC このときのズVは大きくとも5藤位が限度であ
ち . 精度 として要求されるのはこの 5分の 1,約 1歯位である.圧艶率が 1藤
以内の精度で蜘愛されること牽要求され ると,音速は二乗できいて くるか ら･
0.5藤巻度の精度は必要とい うことになる. こういう点か ら今まで発表された

















高い ものと考え られるか,鉛では全 く一致 していない o 実に 64m/古ec,4藤
近い誤差がでているo これが鉾では 4m/sec,0･2藤の差であるOこ0/1原因は
どこにあるか分 らないが,鉛は血走 し難 く安定 したデータがでに くh o.それ故
Gordonが錫 も鉛 も殆 ど同じ精度でデータをだしているのは誤 りで濠いかと畢
うOわれわれの勘定では鉛は錫の 2倍から5倍誤差が大きh o われわれの軌軍
は 1820± 10m/secで PolotLqkyの値に近ho
カドミュームについては次の通 りである.
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重
カ ドミユ｢ムについては ･Gordonのデータはないが ,カ ドミュームは鉛は
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恢棒金厨の密度,音速,圧縮率脚定の閑静点
どでは夜いが,錫 より勘定は難 しい.ここで Polotsky と Stephens等 との
差は 54Ⅱ/see,弓鋸 二近い差である｡ これの一致 も全 くよく希いo われ われ
の紙 幣夜測新 二よると2240土 8nl/secで･また もや Poloもskyの方に近い
値がえ られた. このよ うに鉛 ,カ ドミi-ムのようなど く普通の単 体液 体金属
の音速が融 点近 くでさえ一致 し妄いで,間置が多い釘で,より高融点の金庫液
捗の音速や音速の温度係数の決定などは更に難 しく怒ることが予想され るO
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はマノメータとカセ トメータに より精確に掛定で きる｡したが って間藤になる
のは, 日表面張力による項が漫昏潔 さに よって変化し覆いかどうか, i!)吹管
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